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①
都
市
景
観

利
根
川
周
辺
の
河
川
空
間
を
積

極
的
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
活
用
し
、
住
民
の
利
根
川

に
対
す
る
愛
着
と
意
識
を
高
め
、

町
の
特
徴
で
あ
る
利
根
川
周
辺
の

良
好
な
景
観
の
保
全
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

②
都
市
防
災

火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
住

宅
密
集
地
区
の
解
消
、
緑
化
の
推

進
、
農
地
・
公
園
等
の
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

応
急
対
策
お
よ
び
救
急
活
動
が
円

滑
に
行
え
る
よ
う
、
公
共
施
設
の

耐
震
不
燃
化
、
緊
急
輸
送
道
路
と

な
る
幹
線
道
路
の
安
全
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
緊
急
車
両
の

通
行
を
確
保
す
る
た
め
、未
改
良
道

路
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

③
都
市
環
境
衛
生

自
然
環
境
、
地
球
環
境
を
保
全

す
る
た
め
に
、
ご
み
・
し
尿
処
理

等
の
環
境
衛
生
対
策
は
非
常
に
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
総
合
計
画
、

環
境
基
本
計
画
、
そ
の
他
関
連
計

画
を
踏
ま
え
、
ご
み
・
し
尿
の
適

正
な
処
理
、
ご
み
の
減
量
等
の
環

境
衛
生
対
策
と
都
市
整
備
の
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
高
齢
者
福
祉

今
後
、
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進

展
し
、
都
市
整
備
に
お
け
る
高
齢

者
へ
の
対
応
は
、
非
常
に
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
、
歩
道
の
整
備
、
高
齢
者
が

や
す
ら
げ
る
空
間
の
整
備
を
推
進

し
、
高
齢
者
の
安
全
で
や
す
ら
ぎ

の
も
て
る
生
活
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

⑤
産
業
環
境
整
備

大
規
模
で
生
産
性
の
高
い
農
地

の
保
全
、
工
場
の
積
極
的
な
集

積
・
誘
致
等
の
計
画
的
な
土
地
利

用
を
図
り
、
産
業
の
促
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
幹
線
道
路

網
の
整
備
を
図
り
、
東
北
自
動
車

道
館
林
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・
国

道
・
主
要
道
路
と
の
ア
ク
セ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

⑥
住
宅
整
備

老
朽
化
が
進
ん
だ
町
営
住
宅
の

建
て
替
え
や
、
定
住
人
口
増
加
策

と
し
て
、
優
良
賃
貸
住
宅
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地

域
ご
と
の
将
来
像
を
設
定
し
ま
し

た
。

東
部
地
区

交
通
利
便
性
、
住
環
境
に
恵
ま

れ
住
み
や
す
い
地
域

中
部
地
区

多
く
の
人
が
交
流
す
る
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
地
域

西
部
地
区

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
さ
ら
な

る
発
展
を
と
げ
る
地
域

明
和
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
町

民
を
主
体
に
、
企
業
・
学
校
・
行

政
等
の
協
働
に
よ
り
進
め
て
い
き

ま
す
。

都
市
整
備
に
関
連
す
る
方
針

【
地
区
別
構
想
（
将
来
像
）】
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基本理念 

（町民憲章） 

住民ニーズ 

総合計画の 
将来像と 
基本目標 

明和町の 
地域特性と 
社会動向 

《都市の将来像》 


